


くなる。設置条件では水分放散量の差は少ないが、乾燥

施設では最初の１週間 (6/17-6/23) で室内気流を与えた

Ｂ棟の水分放散量が多く、他の乾燥施設との差が大きい。

Ｃ棟及び屋外に設置した木材は、雨などの天候の影響を

受けて水分放散量がマイナスの値になることもある。

　図４に乾燥開始から２週間 (6/17-6/30) の期間におけ

る木材の水分放散量と積算温度※３の関係を示す。水分

放散量が最も多い最初の１週間 (6/17-6/23) では、Ａ

棟・Ｂ棟の積算温度はほぼ等しいが、水分放散量はＢ棟

の方が多い。これはＢ棟内に設置した扇風機による気流

が木材乾燥に有効であることを示している。又、Ｃ棟と

屋外では温度は等しいが、Ｃ棟は屋根により雨などの天

候の影響を屋外よりも受けにくいため、水分放散量はＣ

棟の方が多い。次の１週間 (6/24-6/30) では、最初の１

週間 (6/17-6/23) と積算温度の違いは少ないが、水分放

散量は極端に減少している。又、Ｂ棟内に設置した扇風

機による気流の影響は最初の１週間 (6/17-6/23) より少

なく、Ａ棟の水分放散量とほぼ等しい。

　図５に乾燥開始から２週間 (6/17-6/30) の期間におけ

る木材の水分放散量と積算乾湿球温度差※４の関係を示

す。最初の１週間 (6/17-6/23) では、積算乾湿球温度差

はＢ棟よりＡ棟の方が大きいため、温熱環境ではＡ棟の

方が木材乾燥に適しているが、水分放散量はＢ棟の方が

多い。これは木材乾燥には気流の影響が大きいことを示

している。しかし、次の１週間 (6/24-6/30) ではＡ棟と

Ｂ棟で水分放散量の差が少ないことから、木材乾燥にお

いて気流の影響は木材乾燥開始当初の期間では有効であ

るが、その後は気流の影響は小さいと考えられる。

5　まとめ

①Ａ棟・Ｂ棟の温度・相対湿度はほぼ等しく、日射の多

　い時間帯では温度は 55℃前後まで上昇する。

②外気温の高い夏季においてパッシブ型木材乾燥施設Ａ

　棟・Ｂ棟では約２か月半で含水率を 100％から 20％以

　下にすることが可能である。

③木材乾燥において気流の影響は木材乾燥開始当初の期

　間では有効であるが、その後の期間では影響はほとん

　どない。

文１) 赤林・坂口他「木材の地産地消に関する研究その１～５」
　　　日本建築学会大会学術講演梗概集、2009、2010、2011 年

※１　全乾法： ：含水率 [％] ：木材重量 [g] ：全乾重量 [g]

[g] ：全乾重量 [g] ：全乾容積 [cm3] ：杉の全乾比重 [g/cm3]

※３　積算温度：１時間当たりの温度の積算値
※４　積算乾湿球温度差：１時間当たりの乾球温度と湿球温度の差の積算値。空気が

　　　きいほど木材乾燥性能は高いと考えられる。
　　　材は空気が乾燥しているほど乾燥速度が速くなるため、積算乾湿球温度差が大
　　　乾燥していれば値は大きくなり、空気中の水分が飽和すれば値は０となる。木

※２　水分放散量は各乾燥施設に設置した全木材の平均値とする。

図２　各乾燥施設の温熱環境
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図３　木材設置条件による木材乾燥状況
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図４　乾燥開始から２週間
(6/17-6/30) の期間における

木材の水分放散量と
積算温度の関係
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図５　乾燥開始から２週間
(6/17-6/30) の期間における

木材の水分放散量と
積算乾湿球温度差の関係
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